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経
和
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１
�
画
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法

Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.keiw

akai.net

ま
た
は
ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
な
ど
の
検
索
画
面

か
ら
「
埼
玉

経
和
会
」
で
検
索
く
だ
さ

い
。２

�
次
の
Ｍ
ｅ
ｎ
ｕ
が
あ
り
ま
す
。

�
会
長
挨
拶

�
組
織

�
総
会

�
経
和
会
会
報

�
就
職
案
内

�
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

�
会
員
の
広
場

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�
各
種
問
い
合
わ
せ

�
リ
ン
ク
（
大
学
な
ど
の
Ｈ
Ｐ
と
リ
ン

ク
し
て
い
ま
す
）

３
�
会
員
の
広
場

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
会
員
の
広
場
を
是

非
活
用
し
て
会
員
交
流
の
場
と
し
て
連

絡
・
情
報
交
換
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
記
事
・
写
真
の
投
稿
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

■

ク
ラ
ス
会
・
同
期
会

■

写
真
の
広
場

■

趣
味
・
道
楽

■

ゼ
ミ
・
サ
ー
ク
ル

■

慶
弔
連
絡

な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル

に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
入
力
画

面
が
あ
り
ま
す
の

で
ど
な
た
で
も
自

由
に
ご
利
用
に
な

れ
ま
す
。

一

日

時

平
成
１７
年
７
月
９
日
�

総
会
・
講
演
会

１３
時
（
受
付
１２
時
３０
分
）

懇
親
会

１５
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

二

場

所

埼
玉
大
学
下
大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス

さ
い
た
ま
市
桜
区

下
大
久
保
２
５
５

�
０
４
８（
８
５
８
）３
２
８
１

三

講

演

「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
、

今
問
わ
れ
て
い
る
も
の
」

ネ
ッ
ト
と
メ
デ
ィ
ア
、
通
信

と
放
送
の
「
融
合
」
と
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
機
能
へ
の
影
響

講

師

仲
佐

秀
雄

（
元
民
放
連
事
務
局
長
、
元
山

梨
英
和
短
大
情
報
文
化
学
科
長
、

埼
玉
大
学
文
理
学
部
卒
業
）

四

懇
親
会
会
費

５
、０
０
０
円

（
経
済
学
部
学
生
・
院
生
は
無
料
）

五

交

通

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線「
北
浦
和
駅
」

ま
た
は
Ｊ
Ｒ
埼
京
線

「
南
与
野
駅
」
下
車

（
い
ず
れ
も
バ
ス
埼
玉
大
学
行
き
）

六

出
欠
連
絡

６
月
２０
日
�
ま
で

（
同
封
ハ
ガ
キ
に
て
）

平成１６年度 経和会事業報告（H１６／４～H１７／３）
５月１０日 経和会 会報第７号発行

７月１０日 経和会理事懇談会 「経済学部会議室」（会長外１２名出席）

７月１０日 経和会 平成１６年度総会及び懇親会（会長外１２０名出席）

（講演 経済学部第５３期卒業 中村直行氏 「医療情報を有効に活用しましょう」）

７月１０日 経和会クラブの場所変更

８月の第３水曜から経和会クラブを新たに銀座８丁目「美和」に開設した

毎月第３水曜日 １８時３０分～２０時３０分

銀座８丁目７番１１号 ソワレド銀座第二弥生ビル地下

TEL ０３‐３５７２‐６６１０

８月１８日 経和会理事会 経和会クラブ 銀座「美和」（会長外１５名出席）

９月６日 各委員会合同打合せ会 銀座「ニュートーキョー本店」（会長外９名出席）

１０月２０日 前伊藤会長記念品贈呈式 経和会クラブ銀座「美和」（会長外１４名出席）

１１月１０日 広報委員会若手交流会 銀座「ブラッセリーライオン」（中村副会長外６名）

１１月１２日 経済学部 インターンシップ報告会（竹田副会長、専務理事外１名出席）

１２月１４日 経和会・経済学部交流会（会長、上井名誉会長外１９名出席）

１月１１日 広報委員会若手交流会 四谷「赤いキャベツ」（会長外１４名出席）

３月２５日 埼玉大学卒業式・経済学部卒業祝賀会

（会長、伊藤前会長、河野副会長、小池専務理事出席）

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
経
和
会
の

た
め
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

慌
し
い
昨
年
の
会
長
就
任
で
し
た
が
、

総
務
、
企
画
、
広
報
３
委
員
会
の
精
力
的

な
活
動
の
お
陰
で
、
新
生
経
和
会
の
イ
ン

フ
ラ
も
着
々
と
整
っ
て
き
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
広
報

誌
担
当
常
務
理
事
の
任
命
、
若
手
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
交
流
会
の
発
足
、
経
済
学
部
執
行
部

と
の
交
流
強
化
な
ど
い
ず
れ
も
経
和
会
発

展
に
不
可
欠
の
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
会
長
挨

拶
」
で
私
は
、
活
動
の
優
先
順
位
を
�
学

生
の
就
職
支
援
�
異
業
種
・
異
文
化
と
の

交
流
�
経
済
学
部
支
援
�
同
窓
会
連
合
会

支
援
と
し
た
上
で
、
旧
制
浦
高
、
埼
玉
師

範
の
流
れ
を
汲
む
母
校
を
、
埼
玉
県
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
大
学
に
す
る
た
め
、
経
和

会
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

幸
い
団
塊
の
世
代
の
「
大
定
年
時
代
」

が
始
ま
り
、
ス
キ
ル
、
人
脈
、
感
性
に
恵

ま
れ
た
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
経
和
会
活

動
へ
の
参
加
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
若
手
交
流
会
に
は
Ｏ
Ｇ
が
積
極
的
に
参

加
し
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

は
Ｏ
Ｇ
に
ど
ん
ど
ん
幹
事
を
お
願
い
し
、

女
性
会
員
の
増
員
や
世
代
の
交
代
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
経
済

学
部
と
の
交
流
会
で
は
「
ゼ
ミ
協
」
を
復

活
さ
せ
、
学
生
と
経
和
会
と
の
親
密
な
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

老
若
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
発
揮

し
、
協
力
し
合
っ
て
い
け
ば
、
自
ず
と
相

乗
効
果
が
表
れ
、
生
き
生
き
と
学
生
が
学

ぶ
、
魅
力
の
あ
る
経
済
学
部
が
誕
生
す
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
独
立
行
政
法
人
化
後
の
埼
玉

大
学
で
は
、
新
年
度
か
ら
「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教

育
」
と
「
テ
ー
マ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

目
玉
と
す
る
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教

育
」
は
新
入
生
を
対
象
と
し
、
卒
業
ま
で

に
全
員
が
英
語
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６
０
０
点

を
目
標
と
す
る
も
の
で
、
全
国
で
も
初
め

て
の
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
テ
ー
マ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
「
社

会
と
出
会
う
」
を
テ
ー
マ
に
�
仕
事
と
出

会
う
、
�
会
社
と
出
会
う
、
�
人
と
出
会

う
・
生
活
と
出
会
う
、
	
埼
玉
と
出
会
う
、



世
界
と
出
会
う
、
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
出
会
う
、

�
ス
ポ
ー
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
論
か
ら

構
成
さ
れ
、
卒
業
生
も
教
壇
に
立
ち
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
学
生
に
伝
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
ど
の
よ
う
な
大
学
を
目
指
す
の

か
ま
だ
全
体
像
は
つ
か
め
ず
、
し
た
が
っ

て
同
窓
会
連
合
会
の
役
割
も
判
然
と
し
ま

せ
ん
が
、
少
子
化
時
代
の
大
学
経
営
を
軌

道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
、
各
界
で
活
躍
し

た
、
ま
た
は
活
躍
中
の
卒
業
生
の
力
が
特

に
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
い
つ

で
も
大
学
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

伊
藤
会
長
（
前
経
和
会
会
長
、
現
在
は
ご

隠
居
）の
も
と
�
人
材
バ
ン
ク
の
開
設（
各

学
部
か
ら
２０
名
ず
つ
計
１
０
０
名
の
人
材

の
登
録
）、
�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、

�
事
務
局
の
活
用
を
当
面
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

埼
玉
大
学
の
目
指
す
山
が
決
ま
れ
ば
、

経
和
会
は
そ
の
先
陣
を
切
っ
て
ル
ー
ト
を

切
り
開
い
て
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。
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昨年１０月末の
オープン以来２０００件を
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経和会ホームページをご利用ください
※左下、記事をご覧下さい



経
和
会
の
皆
様
に
は
、
多
方
面
の
事
業
所
等
に

お
き
ま
し
て
ま
す
ま
す
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、『
経
和
会
会
報
』
に
経
済
学
部
が
正

規
の
科
目
と
し
て
実
施
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ（「
ビ
ジ
ネ
ス
実
習
」
二
単
位
）
の
教
育
活
動

の
紹
介
を
載
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

経
和
会
に
は
、
毎
年
、
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
実
施
後
の
公
開
報
告
発
表
会
に
お
い
て
豊
富

な
経
験
に
基
づ
く
ご
指
導
な
ら
び
に
、
そ
の
実
施

の
た
め
に
経
済
的
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
ま
ず
も
っ
て
、
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。一

、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
紹
介

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
何
か

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
学
生
が
企
業
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
事
業
所
で
就
業
体
験
を
積
む
、
い
わ

ゆ
る
労
作
教
育
の
一
つ
で
す
。
学
生
は
、
こ
の
就

業
体
験
を
通
し
て
こ
れ
ま
で
勉
学
し
て
き
た
こ
と

等
に
つ
い
て
検
証
し
、
か
つ
自
ら
の
職
業
に
対
す

る
望
ま
し
い
勤
労
観
（
自
ら
の
可
能
性
・
素
質
・

適
性
・
潜
在
性
）
を
涵
養
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
歴
史
は
古
い

そ
も
そ
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
米
国
の
大

学
で
百
年
前
に
考
え
出
さ
れ
た
仕
組
み
で
す
。
自

分
が
専
攻
す
る
学
問
が
社
会
で
ど
の
よ
う
に
生
か

さ
れ
て
い
る
か
を
職
場
で
確
か
め
、
勉
学
の
励
み

に
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
米
国
で
は
、
大
学
と
受
け
入
れ
側
が
共

同
で
、
授
業
の
科
目
と
し
て
認
め
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
（
コ
ー
プ
教
育
と
呼
ぶ
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
研
究
・
開
発
し
、
学
生
が
専
攻
す
る
学
問
を
職

場
で
検
証
す
る
仕
組
み
が
浸
透
し
て
い
ま
す（『
日

本
経
済
新
聞
』
二
〇
〇
四
・
七
・
一
七
朝
刊
）。

●
日
本
の
大
学
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

ど
れ
だ
け
実
施
し
て
い
る
か

二
〇
〇
二
年
度
中
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

科
目
を
導
入
し
た
大
学
は
、
全
国
の
三
百
十
七
大

学
（
全
体
の
四
六
・
三
％
）
で
、
約
半
数
の
大
学

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
授
業
科
目
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
二
〇
〇
二
年
中
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
単
位
を
取
得
し
た
学
生
は
三
万
人
を
超
え

た
と
い
い
ま
す
（
文
部
科
学
省
調
べ
）。
こ
れ
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。

●
本
学
部
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

は
じ
め
た
背
景
に
つ
い
て

本
学
部
は
、
一
九
九
九
年
度
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
経
済
は
一
九

九
七
年
の
金
融
不
安
が
発
生
し
、
デ
フ
レ
・
ス
パ

イ
ラ
ル
現
象
を
呈
し
て
い
た
時
期
で
、
企
業
は
、

過
剰
雇
用
・
過
剰
債
務
・
過
剰
設
備
の
克
服
の
た

め
の
ド
ラ
ス
テ
ッ
ク
な
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

の
真
只
中
に
あ
り
、
一
層
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と

経
済
の
ソ
フ
ト
化
へ
の
産
業
構
造
転
換
の
時
代
で

し
た
。

こ
う
し
た
日
本
経
済
の
状
況
で
す
か
ら
、
学
生

の
就
職
環
境
は
最
悪
で
、
超
氷
河
期
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
の
就
職
難
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
就
職
し
た
新
卒
者
の
三
割
の
人

が
三
年
以
内
に
会
社
を
辞
め
て
し
ま
う
と
い
う
時

代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
豊
か
な
社
会
で
育
っ
た
多

く
の
学
生
は
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
た
い
と

の
願
望
が
強
く
、
職
業
選
択
（
仕
事
）
に
お
い
て

も
学
生
の
自
己
実
現
欲
求
が
年
々
強
ま
っ
て
き
て

い
た
時
代
で
も
あ
り
、
現
在
も
一
層
こ
の
傾
向
は

続
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
で
、
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
能
・
能
力
を
実

際
の
会
社
等
事
業
所
で
確
か
め
、
学
生
自
ら
の
将

来
の
進
路
、
能
力
開
発
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
で
、
当
時
埼
玉
大
学
経
済
学
部
教
授
で

あ
っ
た
菊
池
英
雄
氏
（
現
在
、
西
武
文
理
大
学
教

授
）
を
中
心
に
し
て
一
か
ら
手
探
り
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
始
め
ま
し
た
。

●
一
九
九
九
年
度
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
開
始

本
経
済
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
一
九

九
九
年
度
か
ら
で
、「
特
殊
講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
実

習
二
単
位
」
科
目
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
二
〇
〇

四
年
度
で
七
回
目
を
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
の
年
度
に
は
、
ま
ず
受
け
入
れ
先
企
業
探

し
か
ら
始
ま
り
、
学
生
の
行
き
た
い
業
種
、
希
望

の
仕
事
等
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
企
業
と
学
生
の
マ

ッ
チ
ン
グ
作
業
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
を

費
や
し
ま
し
た
。
受
け
入
れ
企
業
に
つ
い
て
は
、

幸
い
、
菊
池
教
授
に
縁
の
深
い
企
業
を
中
心
に
、

関
東
経
済
産
業
局
の
広
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
、
情
報
関
連
企
業
を
中
心
に
、
六
企
業
で

九
名
の
学
生
に
就
業
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
時
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
行
委
員

会
は
、
実
行
委
員
長
の
菊
池
英
雄
教
授
と
箕
輪
徳

二
、
江
口
幸
治
の
両
委
員
で
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

●
本
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
概
要

本
経
済
学
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
は
、

「
埼
玉
大
学
経
済
学
部
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
指
導

要
領
」（
以
下
「
指
導
要
領
」
と
略
）
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
簡
単
に
主
だ
っ
た
項

目
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

�
実
施
期
間

夏
季
休
業
期
間
（
八
月
か
ら
九
月
）
内
で
、
二

週
間
（
実
質
十
日
）
を
実
習
期
間
と
す
る（「
指
導

要
領
、
三
」）。

�
事
前
研
修
、
実
習
先
の
事
前
訪
問

学
生
は
、「
事
前
研
修
」
に
参
加
し
、
実
習
の

心
構
え
等
の
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

必
要
に
応
じ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ

先
に
事
前
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、
実
施
日
程
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
調
整
な
ど
を
行
う
こ
と
と
す
る（「
指

導
要
領
、
五
」）。

�
災
害
な
ど
の
保
険
加
入
の
義
務
付
け

学
生
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
期
間
中
の

災
害
な
ど
の
事
故
に
備
え
る
た
め
に
、「
教
育
研

修
災
害
保
険
」
お
よ
び
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

介
護
体
験
活
動
・
教
育
実
習
等
賠
償
保
険
」
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（「
指
導
要
領
、
六
」）。

�
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
か
か
る
費
用
等
に
つ
い
て

派
遣
条
件
は
実
習
先
と
の
話
し
合
い
で
決
定
す

る
が
、
教
育
重
視
の
観
点
か
ら
、
原
則
と
し
て
給

与
・
手
当
て
な
ど
の
支
給
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、

通
勤
費
お
よ
び
実
習
期
間
中
の
研
修
費
・
交
通
費

な
ど
実
習
の
た
め
に
必
要
な
費
用
は
こ
の
限
り
で

な
い（「
指
導
要
領
、
七
」）。

�
作
業
日
誌
の
作
成

学
生
は
、
参
加
期
間
中
、
所
定
の「
作
業
日
誌
」

を
作
成
し
、
実
習
先
の
上
司
の
署
名
捺
印
を
受
け
、

実
習
終
了
後
に
、
そ
れ
を
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

参
加
報
告
書
」
と
と
も
に
、
経
済
学
部
学
務
係
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（「
指
導
要
領
、
十
」）

�
事
後
研
修
お
よ
び
参
加
発
表
会

実
習
終
了
後
、「
事
後
研
修
会
」（
個
別
面
談
等
）

に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
実
習
先
の
関
係
者
を
招

き
、
広
く
公
開
し
て
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加

者
報
告
会
」
に
お
い
て
実
習
成
果
等
の
報
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い（「
指
導
要
領
、
十
一
」）。

�
単
位
の
認
定

単
位
の
認
定
は
、
二
単
位
と
し
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
行
委
員
会
に
よ
る
、
受
講
生
と
の
個
別

面
談
に
て
行
う
も
の
と
す
る（「
指
導
要
領
、
十

二
」）。

二
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
後
の
感
想
か
ら

�
受
け
入
れ
先
事
業
所
の
皆
様
か
ら
の
感
想

受
け
入
れ
先
の
事
業
所
の
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
、
実
施
後
の
感
想
を
、
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。

「
実
施
の
際
に
は
、
受
け
入
れ
現
場
と
学
生
の
お

互
い
の
ニ
ー
ズ
を
知
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、

業
務
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
す
る
の
に
苦

労
は
あ
っ
た
が
、
教
え
る
こ
と
は
教
わ
る
こ
と
、

若
い
人
た
ち
の
職
業
観
を
再
認
識
で
き
た
こ
と
、

社
内
の
活
性
化
な
ど
に
役
立
っ
た
」

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
は
初
め
て
で

し
た
が
、
次
の
二
点
で
有
意
義
で
し
た
。
そ
れ
は
、

学
生
さ
ん
に
小
売
業
の
意
義
、
楽
し
さ
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
の
重
要
性
と
採
用
活
動
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
、
学
生
さ
ん
た
ち
の
就
職
マ
イ
ン
ド

を
向
上
さ
せ
る
行
為
の
重
要
性
と
い
う
点
で
あ
り

ま
す
」

「
参
加
し
た
学
生
さ
ん
か
ら
、
非
常
に
好
印
象
を

持
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
」

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
前
と
後
で
は
、
顔
つ

き
が
し
ま
っ
て
き
て
、
充
実
感
が
漂
っ
て
い
た
」

「
学
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
姿
勢
が
評
価
で
き

る
」
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

受
け
入
れ
先
の
担
当
者
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご

苦
労
を
か
け
て
き
て
い
ま
す
が
、
好
意
的
に
学
生

を
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
様
子
を
窺
う
こ
と

が
で
き
、
将
来
の
社
会
を
担
う
人
材
育
成
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

�
実
習
学
生
の
体
験
談
・
感
想

参
加
し
た
学
生
か
ら
の
体
験
談
・
感
想
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。

税
務
会
計
事
務
所
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終

ええ
たた
、、
ＡＡ
ささ
んん
はは
「「
イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
にに
参参
加加

しし
てて
よよ
かか
っっ
たた
ここ
とと
はは
、、
巡巡
回回
監監
査査
にに
同同
行行
ささ
せせ

てて
もも
らら
いい
ささ
まま
ざざ
まま
なな
企企
業業
をを
見見
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
、、

そそ
ここ
でで
のの
社社
長長
ささ
んん
のの
おお
話話
をを
伺伺
っっ
たた
ここ
とと
でで
すす
。。

企企
業業
はは
どど
のの
よよ
うう
にに
動動
いい
てて
いい
るる
かか
、、
社社
長長
はは
どど

のの
よよ
うう
なな
考考
ええ
でで
事事
業業
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
かか
なな
どど
、、

普普
段段
疑疑
問問
にに
思思
っっ
てて
いい
たた
ここ
とと
なな
どど
実実
際際
見見
たた
りり

聞聞
いい
たた
りり
しし
たた
ここ
とと
はは
とと
てて
もも
貴貴
重重
なな
経経
験験
にに
なな

りり
まま
しし
たた
」」。。

ＢＢ
ささ
んん
はは
「「
十十
日日
間間
のの
イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
はは

ああ
っっ
とと
いい
うう
間間
にに
終終
わわ
っっ
たた
感感
じじ
でで
すす
。。
挨挨
拶拶
なな

どど
のの
基基
本本
的的
なな
ここ
とと
でで
もも
アア
ルル
ババ
イイ
トト
とと
はは
異異
なな

りり
、、
緊緊
張張
感感
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
挨挨
拶拶
一一
つつ
一一
つつ
やや

関関
与与
先先
のの
方方
とと
のの
何何
気気
なな
いい
話話
のの
中中
にに
はは
、、
税税
理理

士士
とと
いい
うう
専専
門門
職職
とと
しし
てて
のの
知知
識識
をを
深深
めめ
てて
いい
くく

努努
力力
とと
同同
時時
にに
関関
与与
先先
とと
のの
信信
頼頼
関関
係係
がが
なな
けけ
れれ

ばば
正正
しし
いい
監監
査査
がが
でで
きき
なな
いい
ここ
とと
をを
知知
りり
、、
人人
とと

人人
とと
のの
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
がが
非非
常常
にに
重重
要要
でで

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
大
学
の
講
義

と
は
異
な
る
実
務
の
簿
記
、
会
計
を
体
験
で
き
、

自
分
自
身
の
勉
強
が
ま
だ
足
り
な
い
こ
と
を
痛
感

し
、
こ
れ
か
ら
改
め
て
勉
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
の
で
非
常
に

よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」。

法
律
事
務
所
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
た
、

Ｃ
さ
ん
は
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
、
法
律

事
務
所
で
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
た
こ
と
、
弁
護
士

の
先
生
や
事
務
所
の
方
が
、
裁
判
、
依
頼
者
か
ら

の
相
談
、
裁
判
の
た
め
の
準
備
等
一
日
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
な
ん
と
な
く
理
解
で
き

た
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
あ
る
お
話
を
聞
け
た

こ
と
、
そ
う
し
た
中
か
ら
自
分
に
何
が
足
り
な
い

か
が
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
。
事
務
所
で
の
ス
タ
ッ

フ
の
仕
事
振
り
を
見
て
、
今
の
自
分
で
は
こ
の
仕

事
を
消
化
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
事
務
所
の

ス
タ
ッ
フ
と
自
分
の
と
の
差
を
考
え
る
と
、
自
分

に
何
が
足
り
な
い
の
か
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
聞
く
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
考
え
方
や
見
方
、
仕
事
の

大
変
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
」。
そ
し
て
、
Ｃ
さ
ん

は
「
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
自
分
に
足
り

な
い
と
こ
ろ
を
勉
強
し
、
直
す
と
こ
ろ
は
直
す
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
…
…
事
務
所
で
は

明
る
く
人
柄
が
い
い
方
が
働
い
て
い
て
、
雰
囲
気

が
よ
く
、
研
修
が
や
り
や
す
い
環
境
で
し
た
。
能

力
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
と
、
仕
事
上

大
変
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
は
、
言

葉
に
し
て
表
現
す
る
の
が
苦
手
な
の
で
す
が
、
そ

の
点
で
も
、
克
服
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
」。

製
造
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え
た
、
Ｄ

さ
ん
は
、「
…
…
学
ん
だ
こ
と
は
、
働
く
、
と
い

う
こ
と
は
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
こ
な
す
だ
け
で
な

く
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
で
の
問
題
点

を
発
見
し
た
り
、
改
善
策
を
出
し
た
り
す
る
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
的
な
部
分
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
働
か

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
で
き
る
こ
と

は
な
ん
だ
ろ
う
と
、
常
に
意
識
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
私
が
参
加
し
た
目

的
で
あ
る
、
メ
ー
カ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
の
か
、
中
小
企
業
で
働
く
と
は
ど
の

よ
う
な
様
子
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ほ

ん
の
少
し
で
す
が
理
解
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
そ
し
て
、
Ｄ
さ
ん
は
、「
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
、
自
分
が
進
み
た
い
道
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。
…
…
働
く
こ
と
の
基
本
的
な

心
得
を
学
べ
た
と
思
い
ま
す
。
二
週
間
と
い
う
短

い
期
間
だ
っ
た
の
で
、
働
く
際
の
常
識
に
つ
い
て

は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
経
験
か
ら
そ
の
一
部
は
学
習
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
就
職
活
動
に
向
け
て
、
本
当

に
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

●
実
習
と
そ
の
後
の
成
果

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生
は
、
そ

の
職
場
体
験
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
で
は

得
ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
て
お
り
、
体

験
後
の
勉
学
の
取
り
組
み
姿
勢
、
自
分
の
将
来
の

進
路
を
考
え
る
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
学
生

の
多
く
が
、
そ
の
職
場
体
験
を
通
し
て
、
仕
事
へ

の
厳
し
さ
、
責
任
感
、
仕
事
に
対
し
て
の
積
極
的

な
問
題
解
決
能
力
の
必
要
性
、
お
客
さ
ん
や
職
場

の
同
僚
と
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
重
要
性
と
そ
の
た
め
の
言
語
、
文
章
等
に
よ
る

表
現
能
力
の
重
要
性
等
を
体
得
し
て
き
て
い
ま
す
。

三
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
状
況
と

経
和
会
会
員
へ
の
お
願
い

●
充
実
発
展
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

一
年
目
で
あ
る
一
九
九
九
年
度
は
、
六
事
業
所

で
九
名
が
就
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

二
年
目
の
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
、
新
た
に
埼
玉
県

庁
の
ほ
か
、
大
手
食
品
ス
ー
パ
ー
な
ど
地
元
有
力

企
業
に
も
受
け
入
れ
先
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
一

〇
事
業
所
で
二
六
名
の
学
生
が
体
験
学
習
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

三
年
目
（
二
〇
〇
一
年
度
）
に
は
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協
会
、

財
団
法
人
児
童
育
成
協
会
な
ど
が
新
た
に
加
わ
り

十
四
事
業
所
、
二
七
名
の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
体
験
し
ま
し
た
。

四
年
目
（
二
〇
〇
二
年
度
）
は
、
新
た
に
長
野

県
八
千
穂
村
に
あ
る
有
機
農
家
・
織
座
農
園
が
加

わ
り
十
一
事
業
所
で
一
九
名
の
学
生
が
実
習
を
受

け
ま
し
た
。

五
年
目（
二
〇
〇
三
年
度
）に
は
、
新
た
に
文
部

科
学
省
、
群
馬
県
庁
、
法
律
事
務
所
、
市
役
所
な

ど
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
十
九
事
業
所
で
四

四
名
の
学
生
が
実
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六
年
目
（
二
〇
〇
四
年
度
）
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

ハ
ー
ト
フ
ル
み
や
し
ろ
、
所
沢
市
学
童
ク
ラ
ブ
の

会
な
ど
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
二
十
二
事
業
所

で
四
十
六
名
の
実
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
年
々
学
生
の
参
加
者
が
増
大

し
て
お
り
、
そ
れ
を
多
方
面
の
事
業
所
で
受
け
入

れ
て
い
た
だ
い
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
度
は
八
一
名
も
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
希
望
者
が
お
り
ま
し
た
が
、

委
員
会
で
用
意
し
た
受
入
先
な
ど
に
、
学
生
が
希

望
す
る
職
種
が
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
途
中
で

辞
退
し
た
も
の
が
多
く
出
た
し
ま
っ
た
こ
と
は
、

委
員
会
と
し
て
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
な
り
ま

し
た
。

●
経
和
会
会
員
へ
の
お
願
い

お
蔭
様
で
、
年
々
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
希
望

す
る
学
生
、
受
け
入
れ
先
事
業
所
も
増
加
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
が
希
望
す
る
職
種

に
派
遣
さ
せ
て
あ
げ
る
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
受

け
入
れ
先
事
業
所
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
是
非
、
後
輩
を
受
け
入
れ
て
就
業
体

験
さ
せ
て
も
よ
い
、
ま
た
は
、
相
談
に
乗
っ
て
も

よ
い
と
い
う
組
織
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
経
済
学

部
の
学
務
第
二
係
ま
で
ご
一
報
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

埼
玉
大
学
経
済
学
部

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
行
委
員
会

箕
輪
徳
二
（
文
責
）、
江
口
幸
治
、
三
宅
雄
彦

第 ８ 号 	経 和 会 会 報平成１７年５月１０日

インターンシップの参加者推移

合計
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１

１

１
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１

１
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１０
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１

２
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２
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１
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年度業種

埼 玉 県 庁

群 馬 県 庁

文 部 科 学 省

市 役 所

情 報 関 連 会 社

会 計 事 務 所

法 律 事 務 所

製 造 会 社

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人

財 団 法 人

スーパーマーケット

有 機 農 家

マスコミ関連会社

保 険 会 社

不 動 産 会 社

旅 行 会 社

調 査 会 社

ホテル・サービス会社

合 計

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ



四谷三丁目には、古くからの飲食店が軒を連ねる一角が
ある。
平成１７年１月１１日の夕刻、経和会の老若男女１７名がその

中の一軒のスナックに集まった。
若い女学生数人は、中高年のサラリーマンに挟まれて、

緊張の模様であった。
まず、４０代後半と思われる実にエネルギッシュな感じの

男性により、会合の趣旨説明が行われる。次に、会合の主
賓と思しき、品の良いロマンスグレーの紳士から話が始ま
る。穏やかな話しぶりの挨拶の後に、次々と出席者からの
自己紹介が続いた。若い女学生達は、先輩達の視線が一斉
に注がれる中での挨拶に、余り言葉が繋がらない様子であ
る。
挨拶が一巡し、乾杯が済んで、やっとテーブルの上のオ

ードブルとビールのグラスに手が伸びはじめる。そして、
あちらこちらで先輩、後輩の会話が始まった。
６時半に小さなスナックで緊張感と戸惑いの中で始まっ

た会合は、３時間後、黄色い歌声が木霊する賑やかな宴会
へと変わっていった。帰りの電車の時間が気になる女学生
は、一人、二人と抜け、最後に終電を諦めて残った社会人
メンバー６人は、大変和気藹々と楽しいものとなった会合
の余韻を楽しみながら、再会を約した。

◆ ◆ ◆
経和会中村広報委員長の発案で開かれた経和会広報委員

会新年若手交流会の様子を描写すれば、このようになろう
か。新年会には、内藤経和会会長、中村広報委員長の他、
昭和５３年～５８年までの卒業生、平成１６年新卒の社会人１年
生、経済学部江口先生と在学生（今後の就職活動を控える
２、３年生）総勢１７人が集まった。参加卒業生は金融、マ
スコミ、会計事務所、教員、公務員であったが、在学生か
らは仕事内容、就職活動上のアドバイスを先輩に聞く真剣
な質問が浴びせられていた。在学生は、自分が何をしたい
のか、どんなキャリアパスが考えられるのか、職場の先輩
訪問はどのようにしたらいいのか、就職活動を有利に進め
るにはどうしたら良いのか、など就職上の悩みは尽きない
ようである。短い時間ではあったが、食事を共にし、ビー
ルを注ぎ合いながら、ざっくばらんにそのような質問を
様々な職種の先輩に投げかけられたのは、今回の会合の大
きな意義であったと言えよう。卒業生にとっても、久しぶ
りに在学生の話を聞いて、懐かしく学生時代を思い出した
ことだろう。少なくとも、今回集まった卒業生は、後輩が
就職のための情報収集で訪ねて行けば、時間の許す限り対
応してくれるだろう。また、本人が学生の直接の志望先企
業にいなくても、知り合いの同窓を紹介するなど何らかの
役に立つことができるであろう。現役学生にとっても、卒
業生はそういう気持ちでいるということを確認できたこと
で、今後、もっと気軽に先輩訪問を行えるようになるので

はなかろうか。
このような経和会の若手交流会が開かれたきっかけは、

昨年８月中村広報委員長に誘われて、テレビ埼玉平本東京
支社長（昭和５３年卒）と私の３人で集まった会食であった。
その場で、中村委員長から、経和会の活動を今後一層活性
化するためには、若手の参加が必須であり、そのための場
を作れないかと問題提起が行われた。全くの偶然であった
が、私の所属する内閣府には平成１６年度に埼玉大学の新卒
２名が採用されるという奇跡が起こっていた。内閣府本府
の新人採用は全体で４０名程度に過ぎず、同窓生の入府はこ
れまで平均１０年に一人程度であった。今年は、同時に二人、
しかも私がいる内閣府本府４階の同じフロアで勤務するこ
ととなったのである。こんな偶然があるものであろうか。
しかも、私が後輩の入府に偶々気がついて二人を昼食に誘
った直後に、同じレストランで中村委員長の話を聞くとは、
これこそ天の啓示というものであろう。私は、その場でこ
の奇跡をお二人にお話しするとともに、早速若手交流会の
幹事長をお引き受けした次第である。
忙しい皆さんの日程を調整して、第１回経和会広報委員

会若手交流会が実現したのは、１１月１１日のことであった。
集まったのは、新年会にも集まった経和会中堅メンバーの
面々と新人の計７名であった。中堅メンバーの驚きは、内
閣府２名同時入府の奇遇ばかりではなかった。何とその新
人２名が見目麗しき乙女であったことである。昭和５０年代
卒業メンバーにとって、経済学部は大半が男子学生という
先入観があった。これが見事に覆されたのである。（なお、
新人の内１名は経済学部、今１名は教養学部である。）こ
の第１回若手交流会が大変盛り上がったことは言うまでも
無い。しかも、会合では、若手メンバーから経和会の決定
的な問題点が指摘された。
彼女達によれば、過日私に昼食に誘われるまで、二人は

埼玉大学の同窓会活動を知らなかったというのである。一
人は、経済学部卒であるが、会報も見たことが無かった。
また、現在の埼玉大学の若手卒業生の中では、仲の良い友
人同士で会うことはあっても、学年の中で広がりをもった
同窓会活動は皆無、大学からも経和会に関して何の情報も
無い、入っていることのメリットを感じない等、それなり
に同窓会活動に参加してきた積りの中堅メンバーにとって
は大変ショックな感想であった。
しかし、意見は、単なる経和会批判ではなかった。早速、

対応方策についても話題になり、ゼミやクラブの同窓会活
動の活発化、その場での経和会の紹介、各年次に既にある
同窓活動を掌握し、その幹事など核となる人物を年次別幹
事に任命していくことなど現実的な改善策が提案された。
特に、同窓会活動を魅力的なものにしていくためには、女
性幹事を任命していくことが効果的との中堅男性卒業生衆
目一致の提案もあった。

さらに、話は厳しい就職活動状況に集まった。学生にと
って、大学は学び舎であるとともに、将来のキャリアパス
の出発点である。大学がどの程度就職活動を支援してくれ
るかは、その存在価値そのものに関わる。新卒二人の実体
験では、埼玉大学は就職支援に関して、実に不親切であっ
たという感想であった。二人は公務員志望だったので、企
業志望者と異なるところはあろうが、大学からの先輩紹介
は一切無かったということであった。これは、就職支援活
動に力を入れようとしている経和会としても、肝に銘じな
ければならない現実であろう。今後、就職支援活動を活発
化すると同時に、学生の間に活動を周知していくことが重
要と言えよう。
さて、このように大変盛り上がった広報委員会若手交流

会では、長く大学を離れていた卒業生にとっては、目から
鱗の発見も多く、こうした交流会の頻繁な開催が重要との
具体的な結論を得た。早速、中村委員長から若手交流会忘
年会をより拡大した形で開催すべしとの厳命を頂いて、準
備していたところ、在学生も交えた新年会として開催して
はどうかとなった次第である。
今回は、江口先生と中村委員長のご相談の結果、現在、

最も厳しい就職環境に置かれている女子学生を対象に、試
行的に卒業生との懇談を行った。しかし、今後は、対象を
広げて、関心のある在学生に情報が開かれた会合にしてい
ければ、もっと効果的であろう。次回以降の会合の実行委
員長に任命された野口理事（昭和５６年）の活躍を期待したい。
内藤会長からは、経和会として在学生の希望により的確

に応じることができるように、多様な業種の中堅クラスで
頑張っている卒業生で、企業先輩訪問の窓口になってくれ
る者５０名程度のリストアップが提起されている。新年会参
加卒業生を始め、是非、多くの経和会メンバーの協力を得
て、就職希望学生の相談に親身になってあげられるような
ネットワークを築いていきたいものである。そして、来年
の新卒学生が集まったときには、本当に埼大に進学してい
て良かった、経和会のメンバーで良かったと言ってもらえ
る同窓会活動にしたいものである。若手交流会の活動など
を始めとして、微力であるが、多少ともお役に立てれば幸
いである。

「
日
本
的
消
費
文
化
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
例
が

あ
る
か
。
こ
の
テ
ー
マ
が
、
ゼ
ミ
選
考
時
の
課
題
レ
ポ

ー
ト
で
あ
っ
た
。

こ
の
課
題
を
端
に
発
し
、
薄
井
ゼ
ミ
で
は
、
現
代
消

費
社
会
と
消
費
文
化
を
形
成
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

役
割
と
の
関
係
性
を
考
察
す
る
こ
と
を
主
と
し
て
勉
強

し
て
き
た
。
ミ
ク
ロ
的
・
個
別
的
な
企
業
戦
略
論
の
観

点
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
論
や
流
通
戦
略
論
を
学
ぶ
こ
と
も

重
要
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
薄
井
ゼ
ミ
で
は
、
ミ
ク
ロ
な

消
費
の
背
景
に
あ
る
壮
大
な
文
化
体
系
を
紐
解
く
こ
と

で
、
現
代
社
会
の
諸
問
題
を
議
論
し
、
ま
た
「
日
本
的

消
費
文
化
」
の
概
念
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
近
年
経
済
界
か
ら
着
目
さ
れ
る
反
面
、
社

会
問
題
と
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
、
高
級
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
消
費
文
化
は
、
非
常
に
面
白
い
事
例

で
あ
っ
た
。
１０
代
後
半
や
２０
代
の
女
性
を
中
心
と
し
た

若
年
層
が
、
こ
ぞ
っ
て
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
や
グ
ッ
チ
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル
、
シ
ャ
ネ
ル
と
い
っ
た

高
級
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
を
多
く
購
入
し
て
い
る

事
実
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の

日
本
法
人
は
国
内
の
売
上
だ
け
で
、
世
界
に
お
け
る
売

上
高
の
４
割
以
上
を
占
め
る
。

薄
井
先
生
は
、
こ
の
現
象
が
個
々
の
企
業
戦
略
に
よ

る
直
接
的
な
結
果
で
は
な
く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

の
合
成
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
日
々
の
購
買
行
動
や
消

費
行
動
の
規
則
に
基
づ
い
て
形
作
ら
れ
て
い
く
、
と
指

摘
し
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、規
格
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
好
む「
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
化
さ
れ
た
消
費
文
化
」
や
「
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
の
消
費
文
化
」
な
ど
、
非
常
に
興
味
深
い
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
が
出
来
た
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
中

か
ら
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
強
く
心
を
引
か
れ
、
卒
業
論

文
の
テ
ー
マ
に
決
め
た
の
で
あ
る
。

今
日
の
ゼ
ミ
活
動
の
進
行
に
し
て
も
、
活
発
な
発
言

が
飛
び
交
い
、
年
の
上
下
に
関
わ
り
な
く
忌
憚
の
な
い

指
摘
も
多
々
あ
る
。
時
に
議
論
が
紛
糾
し
収
拾
が
つ
か

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
薄
井
先
生
が
絶
妙
な
采
配
で
そ

の
場
を
収
め
る
。
ゼ
ミ
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
論
や
流
通
論
、

社
会
現
象
か
ら
見
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
事
例
を
考
察

し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
醸

成
さ
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
発
言
を
し
な
い
と
気
が
済

ま
な
い
と
さ
え
感
じ
て
い
る
者
も
少
な
く
な
い
の
で
は

な
い
か
。

薄
井
ゼ
ミ
は
、
一
言
で
言
い
表
せ
ば
思
考
力
と
主
体

性
を
培
う
こ
と
の
で
き
る
ゼ
ミ
で
あ
る
。
勿
論
、
受
身

の
姿
勢
で
は
得
る
も
の
は
多
く
な
い
。
し
か
し
自
ら
考

え
、
行
動
に
移
す
こ
と
で
視
野
の
広
い
思
考
で
、
自
主

性
を
も
っ
た
活
動
が
行
え
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
企
業

で
は
、
即
戦
力
が
求
め
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
高
い
人
材
が
重
宝
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
の

即
効
薬
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
礎
を
在
学
中
に
育
む
こ

と
が
で
き
る
場
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ゼ
ミ

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
年
半
と
い
う
長
い
よ
う
で
短
い
ゼ
ミ
活
動
で
あ
っ

た
が
、
薄
井
先
生
に
は
感
謝
に
堪
え
な
い
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
、
切
に
思
う
の
で
あ
る
。

今
、
埼
玉
大
学
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
、
産
学
協
同
に
よ
る
産
業
人
づ
く

り
で
す
。
こ
の
仕
事
で
内
藤
勝
久
、
今
野
耕
作
の
二

人
が
、
あ
れ
こ
れ
試
行
錯
誤
し
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

幸
い
、
経
和
会
を
ま
と
め
る
内
藤
会
長
と
、
産
業

人
の
能
力
開
発

の
実
務
を
手
が

け
て
き
た
私
の

組
み
合
わ
せ
が

良
く
、
О
Ｂ
の

方
々
の
ご
協
力

も
い
た
だ
い
て
、

予
想
以
上
の
成

果
を
上
げ
大
学

側
に
も
喜
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま

す
。昨

年
ま
で
二

人
の
仕
事
は
、

就
職
支
援
一
本

に
絞
っ
た
も
の

で
し
た
が
、
今

年
か
ら
新
入
生
の
一
般
教
養
講
座
も
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。「
社
会
と
出
会
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
教
育
で
、
私
た
ち
が
担
当
す
る
の
は
、「
会
社
に

出
う
」
と
い
う
実
践
講
座
で
す
。

会
社
の
実
像
、
組
織
運
営
の
ル
ー
ル
、
会
社
が
目

指
し
て
い
る
も
の
、
事
業
活
動
の
楽
し
さ
、
２１
世
紀

の
会
社
の
役
割
、
求
め
ら
れ
る
人
材
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
な
ど
を
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
、
身

に
つ
け
て
も
ら
う
講
座
で
す
。

講
座
の
中
で
は
、
О
Ｂ
の
方
を
中
心
に
実
業
界
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
レ
ポ
ー
ト
も
取
り
入
れ
て

行
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
が
担
当
す
る
ク
ラ
ス
は
最
大
４
百
名
。
大
学

で
は
初
め
て
の
新
し
い
実
験
で
す
が
、
先
生
方
と
二

人
三
脚
で
２１
世
紀
型
の
大
学
を
目
指
し
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
大
学
は
、
学
生
に
と
っ
て
夢
と
方

向
性
の
あ
る
中
身
で
な
け
れ
ば
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
テ
ー
マ
教
育
を
担
当
す
る
私
達
の
仲
間
の

先
生
方
は
、
皆
燃
え
て
い
ま
す
。
ま
た
中
間
報
告
を

い
た
し
ま
す
。
ご
支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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蒼
玄
寮
に
入
寮
し
た
の
は
昭
和
三
十
二

年
の
四
月
、
そ
し
て
昭
和
三
十
六
年
三
月

卒
業
の
と
き
ま
で
、
丸
々
四
年
間
寮
生
活

を
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出

が
断
片
的
に
蘇
っ
て
来
ま
す
が
、
何
分
半

世
紀
近
く
も
経
っ
て
い
ま
す
の
で
、
曖
昧

な
と
こ
ろ
が
多
く
戸
惑
う
ば
か
り
で
す
。

ま
た
、
同
じ
時
期
に
寮
生
活
を
送
っ
た
仲

間
た
ち
（
岩
井
氏
、
谷
中
氏
、
栗
原
氏
）

が
既
に
寄
稿
さ
れ
て
い
る
の
で
、
重
複
し

た
こ
と
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
が
、
予
め
ご
了
解
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
も
印
象
深
い
の
は
、
食
生
活
の
こ
と

で
す
。
当
時
、
一
日
三
食
七
十
円
と
い
う

値
段
は
、
貧
乏
学
生
に
と
っ
て
は
真
に
あ

り
が
た
く
生
活
の
目
処
も
つ
け
ら
れ
、
貴

重
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
戦
後
十
数
年

た
ち
、
世
の
中
も
落
ち
つ
き
、
物
価
も
上

昇
傾
向
に
移
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
寮
の

運
営
は
す
べ
て
学
生
の
自
治
に
委
ね
ら
れ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
食
事
に
関
わ
る
経
費

も
す
べ
て
私
達
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
す
。
確
か
二
年
生
の
と
き
、
寺
井

さ
ん
、
五
十
嵐
さ
ん
と
寮
自
治
会
の
三
役

を
仰
せ
つ
か
り
、
七
十
円
の
ま
ま
で
は
破

綻
し
て
し
ま
う
と
判
断
し
、
十
円
値
上
げ

し
て
三
食
八
十
円
に
し
た
い
、
と
寮
生
大

会
に
提
案
し
ま
し
た
。
夜
中
ま
で
数
時
間

に
亘
っ
て
議
論
が
続
き
最
終
的
に
採
決
さ

れ
ま
し
た
が
、
僅
差
で
否
決
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
学
生
生
活
が
い
か

に
シ
ビ
ア
で
あ
っ
た
か
、
を
あ
ら
た
め
て

思
い
起
し
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
国

立
大
学
の
学
生
寮
自
治
会
連
合
な
る
も
の

に
参
画
し
た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
の

一
つ
で
す
。
関
東
地
区
の
各
大
学
の
学
生

寮
を
訪
問
し
、
お
互
に
抱
え
て
い
る
問
題

な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
、
交
流
を
深
め
た

り
し
た
も
の
で
す
。
当
初
は
寮
生
活
、
寮

自
治
の
問
題
を
中
心
に
据
え
て
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
外
部
環
境
の
変
化
、
考
え

方
の
多
様
化
が
進
み
、
活
動
の
テ
ー
マ
が

変
質
し
は
じ
め
、
共
通
の
基
盤
を
失
な
っ

て
い
っ
た
た
め
、
活
動
そ
の
も
の
が
消
滅

し
て
し
ま
っ
た
、
と
き
い
て
い
ま
す
。

寮
生
活
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
あ

り
ま
す
が
、
何
と
言
っ
て
も
生
活
費
の
確

保
が
最
も
大
切
な
課
題
で
実
に
い
ろ
い
ろ

な
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。
学
生
生
活

の
後
半
（
三
年
〜
四
年
生
）
に
は
、
家
庭

教
師
を
二
つ
、
そ
し
て
奨
学
金
の
増
額
も

あ
っ
て
安
定
し
た
生
活
が
で
き
ま
し
た
が
、

一
〜
二
年
生
の
頃
は
、
先
輩
や
同
級
生
か

ら
話
が
あ
る
と
、
な
ん
で
も
と
び
つ
い
て

や
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
忘
れ
ら

れ
な
い
二
つ
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
記

し
ま
す
。

一
つ
は
、
浦
和
競
馬
場
の
「
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
（
？
）」内
で
の
バ
イ
ト
で

す
。
当
時
は
す
べ
て
手
作
業
で
し
た

か
ら
、
速
く
正
確
に
情
報
を
伝
え
る

役
割
で
大
変
緊
張
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
着
順
、
配
当
な
ど
が
本

部
か
ら
電
話
で
連
絡
が
入
り
迅
速
に

表
示
板
を
か
け
皆
で
一
斉
に
掲
示
し

ま
す
と
、
ド
ー
っ
と
観
衆
の
ど
よ
め

き
が
沸
き
あ
が
り
ま
す
。
生
ま
れ
て

は
じ
め
て
競
馬
場
に
入
っ
た
訳
で
す

か
ら
、
お
ど
ろ
き
の
連
続
で
し
た
。

レ
ー
ス
は
三
十
分
間
隔
で
し
た
の
で
、

待
機
時
間
に
は
、
某
先
輩
が
持
参
の

「
？
」
付
き
の
雑
誌
や
本
を
読
ん
だ

り
、
特
別
講
義
を
受
け
た
り
、
学
校

で
は
学
べ
な
い
「
学
問
」
を
吸
収
し
た
も

の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
後
楽
園
（
今
の
東
京
ド

ー
ム
）
で
の
売
り
子
の
バ
イ
ト
で
す
。
こ

れ
は
実
益
よ
り
も
む
し
ろ
野
球
観
戦
の
楽

し
み
の
方
が
大
き
い
バ
イ
ト
で
し
た
。
バ

イ
ト
代
は
歩
合
制
で
し
た
か
ら
、
自
分
で

売
上
げ
目
標
を
決
め
、
ゲ
ー
ム
の
は
じ
ま

る
ま
で
に
何
と
か
目
標
が
達
成
で
き
る
よ

う
大
声
を
出
し
て
歩
き
ま
わ
り
ま
し
た
。

で
も
は
じ
め
の
数
日
は
「
あ
ん
パ
ン
」
だ

け
で
す
か
ら
未
達
の
ま
ま
で
し
た
。
そ
の

後
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
せ
ん
べ
い
な
ど
商
品

が
多
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
早
め
に
目
標

を
ク
リ
ア
し
、
ゲ
ー
ム
観
戦
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
先
輩
の
定

村
さ
ん
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
「
し
あ
わ
せ

会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
の
一

員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
参
加
で
き

た
の
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。
メ
ン
バ
ー

は
本
当
に
多
士
済
済
で
し
た
。
あ
の
頃
教

え
て
も
ら
い
皆
で
う
た
っ
た
数
々
の
曲
は

私
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
に
な
っ
て
い
ま

す
。
十
年
程
前
か
ら
地
元
の
混
声
合
唱
団

に
仲
間
入
り
し
、
定
期
的
に
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
、
地
域
の
合
唱
祭
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

に
立
て
る
の
も
、
当
時
の
蓄
積
の
た
ま
も

の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
学

生
時
代
の
唯
一
の
サ
ー
ク
ル
活
動
だ
っ
た

わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
学
生
の
本
分
で
あ
る
学
業

に
つ
い
て
振
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
ど

う
も
ま
と
も
な
学
生
で
は
な
か
っ
た
、
と

今
で
も
反
省
し
き
り
で
す
。

寮
に
同
級
生
が
た
し
か
十
五
名
位
い
た

の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
が
い
て
、
期
末
試
験
が
近
づ
く

と
臨
時
教
授
に
就
任
し
、
で
き
の
悪
い
学

生
た
ち
に
深
夜
ま
で
親
切
に
講
義
し
て
く

れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
一
人
の
落
伍
者
も

な
く
パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ふ

だ
ん
の
講
義
へ
の
出
席
率
は
、
一
部
の
仲

間
を
除
い
て
、
お
し
な
べ
て
低
か
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
バ
イ
ト
だ
け

が
理
由
で
は
な
く
、
学
生
寮
の
も
つ
独
特

の
雰
囲
気
の
中
で
、
惰
眠
を
貪
る
よ
う
な

こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
寮
生

に
と
っ
て
最
も
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
っ

た
の
は
、
寮
祭
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。
昭
和
三
十
四
年
の
寮
祭
に
は
実
行

委
員
長
に
推
さ
れ
、
山
脇
さ
ん
と
二
人
三

脚
で
企
画
段
階
か
ら
す
べ
て
が
終
る
ま
で

精
一
ぱ
い
頑
張
っ
て
や
り
ま
し
た
。
勿
論

大
勢
の
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
す
ば
ら
し
い
寮

祭
が
で
き
た
も
の
と
今
も
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
と
き
の
寮
祭
で
、
実
行
委
員
の
中

に
新
入
学
生
で
と
て
も
明
る
い
す
て
き
な

お
嬢
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
何
と
な
く
心
惹

か
れ
て
い
ろ
い
ろ
お
話
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
に

導
か
れ
る
ま
ま
に
四
十
数
年
経
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
寮
祭
の
と
り
も
つ
縁
で
生
涯

の
伴
侶
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
が
個
人
的
な
こ
と
で
終
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
青
春
ま
っ
只
中
の

四
年
間
を
、
蒼
玄
寮
で
、
す
ば

ら
し
い
仲
間
た
ち
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
最
高
の
か

け
が
え
の
な
い
宝
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

諸
兄
姉
の
益
々
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
て
筆
を
擱
き
ま
す
。

昭和３９年といえば、東京オリンピックの開催年であり、東海道
新幹線が開業し、自動車専用高速道路の建説が本格化した年です
が、それからすでに４１年が経ち、われわれの同窓生は定年をむか
え、それまでの仕事の第一線から退きました。その後については、
それまでの豊富な経験と大きな包容力により、それぞれが新しい
環境の下で活躍しております。中には、それまでの仕事とはまっ
たく違った趣味の世界で個性を発揮している者もいます。
私たちはこれまでに三九会と銘打って５回の同窓会をもちまし
たが、一番最近では２００２年の経和会総会の後で、浦和の有名なう
なぎ屋、山崎屋で開催しました。このときは３０名ほどが集まり盛
大に行われました。卒業してから始めて顔を合わす者もいて、最
初の１時間あまりは近況報告ということで過ごし、その後思い思
いに座談の輪をつくって２時間ほどの時間はあっという間に過ぎ
てしまいました。それからすでに３年を経過しようとしています
ので、今年は久し振りに三九会を開催しようと思っています。
これまでは場所や時間の制約があり、仕事の都合で欠席という
通知も少なからずありましたが、今回は、ある程度時間的余裕も
あるのではないかと考え、夏のころに浦和のどこかに会場を設定
したいと考えています。同窓生の多くは卒業してから浦和方面に
足を伸ばす機会は少なかったと思いますが、青春真っ只中の４年
間を過ごしたこの街には、その姿形がどんなに変ったとしても、
心のどこかに抱いている懐かしい風景を見つけるに違いありませ
ん。また、全体の同窓会とは別に、時間のとれる人が定期的に集
まれるような環境をつくることも企画しています。場所は未定で、
どんな形式にするかもまだ固まっていません。どんな形式にせよ
２、３ヶ月に一度ぐらいのペースで互いに刺激を受け合うことが
必要ではないかと思っています。
以上のように、私たちの３９年卒もとりわけ違ったことをしてい

るわけではありませんが、むしろこれからどのような交友を保て
るかが大きな課題ではないかと思っています。

今
回
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
を
念
頭
に

入
れ
、
会
報
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。

�
経
和
会
が
学
生
の
就
職
支
援
並
び
に

経
済
学
部
支
援
を
行
う
こ
と
。

�
現
役
の
教
官
・
学
生
・
卒
業
生
等
若

い
方
か
ら
年
輩
の
方
に
も
ご
寄
稿
い

た
だ
き
、
経
和
会
は
一
部
の
古
い
卒

業
生
だ
け
の
も
の
と
い
う
観
念
を
打

破
し
、
若
い
方
を
含
め
多
く
の
会
員

が
強
い
関
心
を
持
っ
て
、
経
和
会
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
。

最
後
に
、
終
身
会
費
（
二
万
円
）
に
つ

い
て
お
願
い
し
ま
す
。
会
費
は
経
和
会
の

諸
活
動
に
充
当
し
て
お
り
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
未
納
の
会
員
が
多
く
い
ま
す
。
会

費
未
納
の
方
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

古
い
懐
し
い
写
真
を
お
持
ち
の
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
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第 ８ 号 �経 和 会 会 報平成１７年５月１０日
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昭和３９年卒同窓会三九会幹事 増田 巌

わ
が
青
春
の
蒼
玄
寮昭

和
３６
年
卒

金
井

章
夫

埼
大
写
真
館昭和３４年 北浦和平成１７年 大久保

寮祭実行委員・山脇氏と 昭和３４年

蒼玄寮にて（中央筆者） 昭和３５年


